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留学レポート Study Abroad Report 

 私がカンボジアを訪れるのは今回で2度目でした。今回の研修では、カンボジアの社会問題を解決するワーク

を行い、課題を見つけ解決策を提案する作業でしたが、研修を通して、カンボジアという国の魅力的な部分も改

めて再発見できたのではないかと感じました。前回は、ボランティアでカンボジアのシェムリアップを訪れまし

たが、その際に印象に残ったことは、現地の人同士のつながりが強く、明るくとてもフレンドリーだと感じられ

たことです。今回の研修では Field Trip に行ったとき、カンボジア人学生の方々と街の人々が親しく話してい

たことが印象に残りました。もちろん、これは単純に日本とカンボジアの「国の違い」ということではなく、カ

ンボジアの方々にも比較的フレンドリーな人もそうでない人もいることは理解できます。日本人を考えても、誰

とでも親しくコミュニケーションをとる人もそうでない人ももちろんいます。どちらが良いとも悪いとも思いま

せんが、「発展途上国」であるカンボジアでは多くの社会的課題が見つけられる中、活気やエネルギーにあふれる

現地の人々や街を実際に拝見することができたのではないかと思います。 

  

 同時に、私たちが直接関わった学生さんたちは、王立プノンペン大学に通う一部の大学生の方であり、カンボ

ジア国内全体の割合で考えると、さらにほんの一

部であると思います。国内の大学進学率が約5％で

あることを伺い、大学に通っている学生がカンボ

ジアでは多数派ではないことも改めて実感しまし

た。この点も踏まえて研修に臨めたことは良かっ

たのではないかと思います。 

 

 自分自身の研修中を振り返っても、王立プノン

ペン大学の学生さん達やホテルや空港で出会った

方々、その他多くの方と積極的にコミュニケーシ

ョンをとれたことは良かったと思います。カンボ

ジアの学生さんに対しては、大学生活がどのようなものかという質問から、休みの日はどのようにして過ごすの

か、ホームタウンの様子や家族観、食事などの文化、今までの学校生活、将来の展望などについてもたくさん話

し、文化交流ができたと思います。加えて、一緒に参加した日本人学生とも、毎日行ったワークを通して感じた

ことや学んだこと、自分自身が抱いた葛藤などを共有し、気づきを整理することができました。 
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 研修全体を通して、アイディエーション研修の内容自体も濃

いものでしたが、それ以上に1週間、日本から参加した大阪府立

大学・立命館大学・九州大学の学生、カンボジア人学生、先生

方、職員の方々、現地の方々とたくさんコミュニケーションを

とることができました。講義形式は日本でも聴くことができま

すが、今回の研修で私が体験し学べたことは、海外に行ったか

らこそ得られたものだと感じています。 

 

 私自身、カンボジア異文化理解・アイディエーション研修に参加し貴重な経験を得たとともに、研修をきっか

けに多くの仲間を作ることができ、この経験を生かした将来の展望を考えることもできたので、参加をして良か

ったと感じています。私がこの研修に参加する前は、いくつかの不安もありました。 

 まず、研修内容が自分の専門外であったことです。これまであまり関心になかったテーマでディスカッション

をすることに不安がありました。実際に、現地では英語での講義やワークだったので、より多くの事前準備や学

習をするべきだったと思います。ただ、専門外なりに一生懸命考えればそれで十分だとも感じました。何より、

多岐にわたる専門分野を学ぶ学生が、ともにワークを行うことによって新たに生み出されるアイデアがあるとい

うことが重要だと気づきました。あるいは、「自分の専門テーマの考え方なら…」と自らの関心に寄せて視点を動

かすことも面白いと思います。 

 他にも、英語力の面で不安に感じている人も多いと思います。これについては、カンボジアの学生さんたちも、

英語のネイティブスピーカーではありません。だからこそ、互いの意思疎通はより難しいものでしたが、その分

現地でたくさんコミュニケーションをとりながら、短期間ではありながらも英語力を伸ばすことができたと思い

ます。英語が思い浮かばなくても、色々な方法でコミュニ

ケーションをとることも大事だと思います。絵を描きな

がらや、写真を見せながら、スマホを使ったり、翻訳や電

子辞書をたくさん使いました。英語を扱うスキルやボキ

ャブラリも大事ですが、それらよりも「自分がどれだけ話

したいか」が重要だと感じました。 

 また、カンボジアの生活や文化、食事や衛生、治安に関

しては不安が大きいかと思いますが、プノンペンの街を

観察したり、現地の方と少しコミュニケーションをとる

だけで十分学びになると思います。もちろん、普段の生活と違うことはたくさんあるので、食事や水、衛生面、

また持ち物の管理等に気を配ることは必要です。もしこれから同様の研修に参加を検討している方がいらっしゃ

れば、参加をする上で、気負わずに心から楽しむことでたくさんの学びや貴重な経験、仲間が得られることと思

います。 

 


